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1. 2020年3月期第2四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 116,625 8.0 6,811 △22.9 7,250 △33.2 4,137 △41.3

2019年3月期第2四半期 107,974 1.1 8,828 52.6 10,858 79.1 7,051 90.5

（注）包括利益 2020年3月期第2四半期　　4,163百万円 （△47.0％） 2019年3月期第2四半期　　7,853百万円 （72.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第2四半期 42.47 ―

2019年3月期第2四半期 72.39 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 259,321 158,992 61.2

2019年3月期 274,290 156,852 57.1

（参考）自己資本 2020年3月期第2四半期 158,584百万円 2019年3月期 156,483百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 21.00 ― 21.00 42.00

2020年3月期 ― 26.00

2020年3月期（予想） ― 26.00 52.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 230,000 △5.8 18,500 △9.1 19,000 △14.9 12,800 △10.8 131.40

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期2Q 97,656,888 株 2019年3月期 97,656,888 株

② 期末自己株式数 2020年3月期2Q 245,129 株 2019年3月期 245,099 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期2Q 97,411,784 株 2019年3月期2Q 97,412,044 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予
想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる条件等については、添付資料P.3「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。



【添付資料】 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 

(1) 経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費や設備投資などの底堅い内需に支えられ、

景気は緩やかな回復基調にありました。しかしながら、米中貿易摩擦などによる世界経済の減速懸念

があり、輸出や生産の先行きは不透明感を増す状況にあります。 

このような状況のもと、当社グループは、2019年度中期経営計画において「①高収益を着実に実現

する事業の推進」、「②ＢＣＭ（※）経営によるイノベーションの追求」、「③ＣＳＲ経営の推進」を基

本戦略として諸施策を積極的に推進しました。 

事業領域の拡大においては、2019年６月に、株式会社ファームシップとの合弁会社として、人工光

型植物工場における野菜の生産・育成及び販売事業を行う株式会社ベジノーバを設立し、2020年度の

販売開始を目指しています。 

また、2019年９月には、九州地方において発電事業を手掛けている株式会社シグマパワー有明に対

し、20％の出資を実施しました。 

この結果、受注高は978億５千５百万円、売上高は1,166億２千５百万円となりました。また、利益

面につきましては、営業利益は68億１千１百万円、経常利益は72億５千万円、親会社株主に帰属する

四半期純利益は41億３千７百万円となりました。 
 

※ＢＣＭ(Balanced CTQ Management)とは、企業の経営ビジョンを実現するための、財務やその他経営状況、経営品質 

を含めバランスのとれた経営を行うための方法論です。 

 

セグメント別の経営成績は、以下のとおりであります。 

 

＜発電システム部門＞ 

受注高は、国内の火力発電設備等が増加しましたが、海外の火力発電設備等が減少し、ほぼ前年

同期並みとなりました。売上高は、海外の火力発電設備等が減少しました。また、一部海外火力案

件の工程遅延による工事費用の増加により経常損失となりました。 
 

＜社会・産業システム部門＞ 

受注高は、国内の一般産業向け等が減少しました。売上高は、国内の一般産業向け及び太陽光発

電設備等が増加し、これにより経常利益も増益となりました。 

 

  ＜その他＞ 

受注高及び売上高ともに、前年同期並みとなりました。 

  

   セグメント別の受注高及び売上高等 

セグメントの名称 
受注高 

（百万円）
前年 

同期比 
売上高 

（百万円）
前年 

同期比 
経常利益 

（百万円） 
前年 

同期比 

発 電 シ ス テ ム 部 門 49,980 △1.6% 52,486 △9.9% △1,202 ― 

社会・産業システム部門 47,836 △26.9% 64,099 29.0% 8,487 43.5%

報告セグメント計 97,816 △15.8% 116,586 8.0% 7,284 △32.8%

そ  の  他 39 △0.6% 39 △0.6% △33 ― 

合   計 97,855 △15.8% 116,625 8.0% 7,250 △33.2%
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(2) 財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末から 149 億６千９百万円減少し、

2,593 億２千１百万円となりました。これは主に、投資その他の資産のその他の増加 36 億１千７百万

円があるものの、現金預金及び株式会社東芝へのグループ預け金の減少 112 億２千４百万円、受取手

形・完成工事未収入金等の減少 71 億８千８百万円によるものであります。 

一方、当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末から 171 億９百万円減少し、

1,003 億２千８百万円となりました。これは主に、支払手形・工事未払金等の減少 109 億６百万円、

退職給付に係る負債の減少 22 億７千７百万円、未払法人税等の減少 22 億６千９百万円、未成工事受

入金の減少 12 億２千９百万円によるものであります。 

また、当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末から 21 億４千万円増加

し、1,589 億９千２百万円となりました。 

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

   2019 年 7 月 31 日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。 
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